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誰もが
生き生きと
暮らせる環境

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
各
地
区
の
課
題
解

決
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
地
域
福

祉
や
地
域
防
災
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
活
動
拠
点

と
な
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
み
、
地
域

の
絆
を
深
め
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
涯
学
習
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
以
前
か

ら
公
民
館
で
実
施
し
て
き
た
住
民
の
学
習
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
講
座
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学

習
機
会
の
提
供
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
に
お
い
て
は
、
住
民
の
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
地
域
づ
く
り
協
議

会
」を
立
ち
上
げ
、住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

バーベキュー・土と火の里公園

バーベキュー・烏川オートキャンプ場

元気サポートセンター・ふじの花

みずとぴあ藤岡

星野 潤さん

鬼石地区で行われているアーティスト・イン・レジデンスをきっかけに、鬼石地区に遊

びに来るようになりました。地元の人や新たに移住してきた人など、鬼石地区の知り合

いが増えるにつれ、鬼石地区のコミュニティの魅力に引かれ、このまちに住みたいと思

いました。藤岡は、暮らすにはちょうどいいサイズ感の地方都市だと思います。自然が

多く、しかも便利で、バランスが良い場所です。車があれば、市街地にすぐにアクセス

できますから、生活にまったく不便を感じません。息子も鬼石夏祭りに参加し、地域コ

ミュニティの仲間入りをさせてもらっています。

群馬県前橋市出身。2019年、地域おこし協力隊として藤岡市鬼石地区に移住。藤岡産の米と大豆を使った味噌
や米こうじの製造販売のほか、みそ作りのワークショップも手掛ける。古民家を購入し、自宅も兼ねた民泊施設「暮
らす宿・ほしのいえ」を運営。移住を考えている人に泊まってもらって地域を案内する事業も行っている。

自然豊かで便利な藤岡は、暮らすのにちょうどいい

Profile

元気サポートセンター
「ふじの花」は、入浴だけ
でなく、家族で卓球を楽し

めたり、カラオケも
できたりします。

藤岡市民プール「みずとぴあ藤岡」は、25メートルプールのほか、
幼児プール、リフレッシュプール、全長100メートルの流水プール、
２本のウオータースライダーがあります。また、スイミング教室だ
けでなく、フロアでの教室、幼児スイミングスクールなど、多彩な
教室が開かれていて、日々の健康増進に最適な施設です。

手ぶらで
バーベキューが
楽しめます。

烏川の広大な
河川敷を利用した
公営のキャンプ場

です。

人
と
人
と
の
絆
を
育
み

地
域
全
体
で
支
え
合
う
拠
点

　

藤
岡
市
で
は
、「
藤
岡
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」で
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
強
化
」

を
掲
げ
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
８

地
区
の
公
民
館
を
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

へ
移
行
し
、
お
の
ず
と
人
が
集
ま
る
交
流
・
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
、
住
民
を
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
藤
岡
市

を
目
指
し
ま
す
。

さまざまな世代の
交流施設で、
誰でも利用できる
入浴施設です。

暮らしてみてわかった！
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